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本棚を整理したいので，溜まっている論文のメモを書いて未来への手紙とすることに
する．
なんかジャンル分けできなかった論文を集めた束．

(1) 論文 [27] は局所コンパクトな従順群の特徴づけをしていると思う，左不変平均を
使って．

(2) 論文 [72] は有名なホイットニーの拡張定理の論文だが，おそらく私の手元にある
のはそれのアナウンスメントである．

(3) 論文 [28] は可微分多様体の間の可微分写像の空間にホイットニーの強位相を入れ
た空間はベール空間であることを証明している．

(4) 論文 [60] はM. Borelによる正規数の話の初等的証明みたいなタイトルだが，フラ
ンス語がよくわからないのでわかんなかった．

(5) 論文 [38] はウルトラプロダクトの解説である．
(6) 論文 [23] では距離関数の完備化が扱われている．距離空間X の濃度を κ とすると
完備化の濃度は κ かもしくは κℵ0 らしいが, そのそれぞれの場合において X の位
相に何が起こるのかを調べている．

(7) 論文 [5] は基数の冪の話である．ちょっとよくわかんなかった．基数の冪の話で
Ann. of Math. に載ってるのが珍しくてプリントしたのかも知れない．

(8) 論文 [47] はユークリッド幾何を当時風に書いたようなもののような気がする．確
かユークリッド空間への埋め込み可能性が書かれていたようなそうでもないよ
うな．

(9) 論文 [64] はサーストンが書いた数学における証明と進歩に関するエッセイだと思
う．多分なんか数学の発展とかのいいお話が書いてあんだと思う．

(10) 論文 [50] では可微分多様体の可微分性を上げる話をしていると思う．ホイット
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ニーもそういうことやっていると思うが，境界つき多様体でもやってるようなので
こっちの方がいいかも知れない．

(11) 論文 [40] のタイトルは nowhere dense な完全集合に関する注意だと書いてあると
思うが内容はよくわからず．多分なんかカントール集合の話をしていて何か反例を
作っているような気がするがよくわからず．

(12) 論文 [68] では距離空間 K であって dimK2 = 2 dimK が成り立つものを basic

type, dimK2 = 2 dimK − 1 が成り立つものを exceptional type とよんでこれら
の K から誘導される KZ の平均次元がそれぞれ dimK と dimK − 1 になること
を証明しており大変面白い論文だと思う．平均次元というのはグロモフによって導
入された位相力学系的な次元でそういうものとジェネトポ的なものが交わり面白い
と思う．

(13) 論文 [17] はバリバリの記述集合論だと思う．なんかボレル集合から生成される同
値関係についてその同値類の個数がほんのちょっと連続体仮説っぽくなってること
を証明している．

(14) 論文 [45] はユークリッド空間の領域上で定義された関数が単射になる十分条件を
賢く探索している．なんだかいい話だと思うし，解析と距離関数みたいな議論が交
わっているような気がするのでよく読んだ方がいい気がするが時間がない．

(15) 論文 [26] は independent family と resolvability の話である．この二つ関係ある
のかと思って印刷したがゴリゴリの集合論だったのでよく読めず．

(16) 1953年の論文 [65] では距離化可能空間に第二可算性などの仮定を置いて距離関数
の拡張問題について研究して証明しているが，残念ながらこのような結果はより一
般的に 1930年にハウスドルフによって証明されている．

(17) 論文 [67] は Radoの選択原理を色分けなどに応用する話である．
(18) プレプリン [55] はなんだろうこれ．Noble さんというのは Noble の定理 (任意の

基数 mについてXm が正規ならばX はコンパクトハウスドルフ)の Nobleさんだ
と思うが書き出しが 1971年にアナウンスしたチコノフの定理の良い証明をこのプ
レプリントで紹介しているらしく，アナウンスから 50年かかって定理のベールが
剥がれたということらしい．Nobleらしく (?)，射影を使ってチコノフの定理を証
明している．

(19) 論文 [66] はよくわかんなかった．Z の商群に距離を入れてそれでグロモフ・ハウ
スドルフ距離を計算しているようだがよくわからず．

(20) Whitney の拡張定理といえば，ユークリッド空間の閉集合上の「可微分関数」を
全体空間の可微分関数に拡張する定理を思い浮かべるが，1951年の論文 [53] によ
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ると，Y を単連結な弧状連結空間で π2(Y )が有限性性なものとすると，任意の四
次元複体 K と任意の f : K2 → Y は K 全体に拡張されるための必要十分条件を
Whitneyが与えたらしい．ここでK2 は多分K の二次元スケルトンだと思う．多
分特性類とかの話の萌芽だと思う．

(21) 論文 [和 1] ではカントールによらない実数の非可算性の証明の話が載っている．ま
た対角線論法や区間縮小法の歴史についても述べられており，読んでいてとても
楽しいと思う．付録では色々な実数の非可算性の証明が紹介されておりこれも楽
しい．

(22) 論文 [29] は monotonically normal space (単調正規空間) の論文．なんか Google

Scholar で調べるとドマイナーな話題なのに 260回も引用されているらしい．この
単調正規性は一般化された距離空間の話題とも関係あるようだ．とりあえず単調正
規性について知りたければこの論文を読めば良いと思う．
論文 [63] は LOTSが遺伝的族正規であることの直接証明らしい．論文 [18] はこの
事実の簡単な証明らしい．
ちなみに [63] は 1970 年で [29] は 1973 年である．論文 [29] 以後は LOTS

が遺伝的族正規を示す際には以下の論法が可能になった．つまり LOTS は
単調正規であり，一般に単調正規性から遺伝的族族正規も従うので LOTS

も遺伝的族正規である．ちなみに LOTS が族正規であることの証明はな
ぜか電波通信の可算パラコンパクトと Dowker 空間の記事で紹介している
(https://concious4410.hatenablog.com/entry/2019/11/29/182755)．単調正規
性から可算パラコンパクトが従うからついでに紹介しているのだと思う．
単調正規空間の論文は他にもある→ [11], [6], [21], [25]．また論文 [69] は GO 空間
が単調正規であることの直接証明らしい．

(23) 論文 [16] は等角写像の話だが，ちょっとよくわかんなかった．
(24) ホワイトヘッドの 1935年の論文 [71] は可微分多様体にいわゆる good cover が存

在するという話の原論文のような気がする．
(25) 次の論文たちはホイットニーの拡張定理の延長上の話だと思う→ [13], [12], [35],

[31]

またホイットニー自身の論文も参照のこと→ [77], [76], [73], [74], [75].

論文 [2] は一変数のホイットニーの拡張定理の構成的証明らしい．
(26) 次の論文たちは連続写像が常に一様連続になる空間に関するものであると思う→

[70], [32], [20], [9], [8], [4], [10], [57], [52].

(27) Kuratowski–Mrówka の定理に関する論文は次のとおりである→ [59], [22], [54],
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[37]．また論文 [51] と論文 [42] は原論文である．
(28) Hewittの論文 [30] は実コンパクトを定義した論文のような気がする．関数環考え

て素イデアル考えるとかそういうやつ．
(29) 論文 [3] は位相空間のタイリングの話らしいがよくわからなかった．
(30) 論文 [和２] は凸解析における不動点定理の話である．
(31) 論文 [和 4] は初等部分モデルを使った位相空間論の話である．論文 [和３] は位相

次元の話である．
(32) 論文 [58] はダニエル積分の話である．
(33) 論文 [34] では 0次元コンパクト環が多分 profiniteみたいな話をしている．
(34) 論文 [39] では λが極限順序数であることと任意の 2 ≤ ξ < ω を満たす順序数 ξ に

ついて λ = ξλ が成り立つことが同値であることを証明している．
(35) 族正規というのは Bingが導入した概念だが，論文 [33] では正規性と可算族正規が

同値であることを証明している．
(36) 論文 [14] はバーコフの，位相群が第一可算だったら距離化可能っていうやつの原

論文だと思う．
(37) 論文 [41] は無限直積空間の弱位相の話らしいがよくわからず．
(38) 論文 [56] と [1] は距離空間のパラコンパクト性の証明だが，今では M. E. Rudin

の証明が有名である．ちょっと悲しい．
(39) 論文 [48] は非可分な距離空間でのボレル階層の話だと思う．この論文は何か大事

な論文だったような気がするが，どのように大事であったのか思い出せない．論文
[19] もそういう非可分なボレル階層というか記述集合論みたいな話．

(40) 論文 [49] はなんだろうよくわかんない．
(41) 論文 [44] は写像があったときにそれをいい感じに径数付け (parametrization) で

きるみたいな話だが，多分 para の部分と metrizationの部分だけ見て印刷したよ
うな気がする．あと E. Michaelが著者の中に入っているのでパラコンパクトとか
距離化可能定理っぽい話だとかなり間違えたのだと思う．

(42) 論文 [46] はコンパクト性を弱めた変種の論文である．可算コンパクトとか．特に
184ページの同値性の図はわけわからんことになってて面白い．
論文 [62] は可算コンパクト性とかの話．

(43) 論文 [15] は稠密部分集合上の連続関数を拡張する話．
(44) 論文 [24] はコンパクト開位相のコンパクト部分集合の話をしている気がする．何

かこの論文は大事な気がする．
(45) E. Michael は有名な連続選択子定理の論文で，連続選択子の理論の言葉でパラコ
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ンパクト性を特徴付けた．論文 [36] では可算パラコンパクトと，メタコンパクト
を選択子の理論の言葉で特徴付けしている．

(46) 論文 [61] はフランス語なのでよくわからない．無理数の空間の話をしていて，
universal な話をしているようだが，0 次元可分距離空間を埋め込めるみたいな話
なのか，それとも普遍ボレル集合みたいな話なのかはよくわかんなかった．

(47) 論文 [7] はバナッハの論文で測度論の話をしているのはわかるが細かいところは何
やっているのかフランス語だからわからなかった．

(48) 論文 [43] は閉集合のなす空間 (つまり超空間) の上の半連続関数の話をしているよ
うだが，フランス語なのでよくわからない．
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